
大気中に起る放電現象に就いて
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On Somo Electric Discharges in the Atmosphere. 

By T. Sakurai. 

A etatietical investigation of some kinds of electric diechRrまesin the atm伺 pbereis perfoTm・ 
ed,wbich a問 recoTdedwitl.tぬenld of the induced current in色hesame single-turned square 
loop国 deecrivedin色hepresent memoir by S. Imo.miti. The gnlvnnometre useti is also出自

制 meone. The main results are giv岨岨follows;
(1). Three kinds of groups are distingushed; (o.), non-periodic, (b), quasi-periodic, {c), pcri・ 

oヨfovo.rfa志ion,in which色hetlret group b闘志helnrgest number of occurrence nnd色hesecond 
follows i丸仙自主birdbeing emRllee色. The group b is accompanied wi色bcyclones and thunder-
鋤orms Mぬekingnear the observatory and frequently observed between 20 h and 4 h in local 
色ime,while c group npp倒 reonly when the main pnrt of thunderstorm passes near曲。 ob関 p

vatory. 
(2). The mean diurnal varlntion of色benumbel・ of discharges with a maxi『numinぬenighも

is very similar wi白山ator a加 ospbericsalready known. But co国 ideringthe similar句pe
of band色ber句 ult(1), it is likely白凶 electricd.Jschage of拍 is色ypemay be origina旬din
not so far from泊。 observatory.
(8). There ie no distinc色relationbetween discharge and Hne of discontinuity回 wellas 

rainfall, but marked discharges are increased with曲。 former,and decreased wi白色helatter 
色osome exぬnt.
(4). Distance and dir官ctionof cyclone from出eobservatory seems to bear clear rel凶ion

ω出自 由ignsof discharges，日bowingnegative discha1官官（decreaseofもbeeath’s ¥'CI唱icalmagnetic 
field) when a cyclone is found in south-west direction to色beobserving station, and positive 
for a north・倒的 one,while both自ignsappear for n south毛astcyclone and nor仙・westone. 
。）.In m回 Scas悶 dischargesproceed rainfall about 7 or 8 hours，山ougbthere are m阻 y

coses of discharge without rninfnll orぬe11¥tter柄ぬoutぬeformer. 
(6). It seems色batdischarges are rarely accompanied with Typhoons, while拍eya問 observed

for al皿ostall cyclones. 
(7). In the c凪 8of nsh・fall accompanied with volcanic由ruption,none of discharge is recorded. 
(8). D旬。ha湾制 areobserved・ five or司ixhours beforeぬundersore heared. As a thunder 

approaches to白色 ohserva色ory,ampli知desof discharges become larg申r,and frequency of them 
ぽegreatly increased. When i色comesso n回 rthat~’s are observed, c色ypediscbarg四 begin,
and ampli色ud伺 of仙embecome very large, while occurring frequency of discharge decreASe 
e玄tremely.

I.緒宮

大集中に起る放電現象としての雷雨は，その規模の偉大なると吾人の生活に甚大たる影響を及ぼ

す関係よ古くより衆人の良〈知るもので，とれが現象の究明に就ても従来幾多の人々によって錆さ

れ，機構の考察に就ても相官根識ある研究が見られるやうになった．而してとれ等の多くは観械設
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備或は研究の封照上電光，－雷鳴の硯測し得る範囲，卸ち雷同の近傍に於で鴬されたのであったが，

近年無線の褒謹は室電現象の究明に迫られ，とれと相互関係にある無象現象の領域に及び，電策的

陀見るある意味での気象現象の問題はー暦の進歩を見るに至った．即ち室電を遁じて電磁的に遠方

に於ける雷雨の褒生を知り，或は低無盤，勘風等に就ても，相官効果的危事柄と13:!J ＇将来とれが完

成は天無態報上のー要素ともならんとし，甚だしい信奉者に至つては天筑園に現れない前より暴風

の襲来を．知り，モの進行方向迄も室電測定によって解るとさへ述べてゐる．

中井氏。〉は，低筑摩の移動速度大たるものは室電との相互関係著しく，尉風は示度の低いものが

室電に蹄係し，示度7-10粍以上のものは室電に蹄係しないととが多いとの研究をなされ，或は叉不

連続続よりのきさ電の著しき ζとも幾多仰の人々によれ相官確貫主主る資料が鼓表されてゐる．然し

て今日迄の研究では大値の輪廓が明かにされてゐるのみで尚種々た疑問もあり，今後幾多の硯測資

料の提供が必要で・あらう．

著者は今道所長が特種た磁力測定の目的に装置された水平線輸に，極めて微弱なる放電のi~鎌

（とれは衝撃自甘垂直磁力の費4ちであるが，大無中に起る放電によるものとして以下此の費佑を放電と

呼ぶとと Lした〉されたるを指摘せられたのも不完全たがら設に此の現象に関して調査報告を敢

て震すものである．

調査に用ひた材料は， 1935,N ov.-1936, Oct.に亙る僅々 1箇年のもので，此の種の研究としては

材料不足の憾みあれ加之3首長に用ひた装置も構進上垂直磁力のみを測定すぺ〈作られたもので，放

電現象も水平に行はれたもの，或は水平の分方向を有する放電のみの記録であるととは遺憾である．

II，趨 4武装置

記録に用ひた接置は前述の如〈垂直磁力を測定すぺ〈謹られたもので，東西 400米，南北 250

米（総面積 lOOOCO平方米〉に Bs.四番鉛被線を用ひた単一水平線輪で此の間路中に電流計を置

き，窮民装置によって官E鍛したものである．此の紘輪は鼠や其の他の力で扱勤し，その矯めの感臨

電流の費生を防ぐ第め，地中約 20掘の深さに担渡し，検流計は臨界制動とし，放電による磁力の

嬰佑を忠質に記録するよう努めた．使用した電流計の常設は衣のやうでちる．

( 3.2×10-s amp. 臨界抵抗 15 ohm. 
感 度 i

I 6.4×10・7volt. 週 期 3秒

III.放電記録の種類

放電記録の種類は大別して，（a）非遡期的放電，（b）準非週期的放電• (c）遡期的放電の三種に別

(Ii 電然S実践所研究報告 $ 8!2鋭，〈昭和 6&f. 10月〉．

(2）例へば.Wa伝on・Wat色， d、肱金原の路氏．
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けるととが出来る.(a）非趨期的のものは，或一方向のみの振動にて絶るもので正方向〈垂直磁力

が増加する方向の放電治宝行はれたもの）に動〈場合，負方向（垂直磁力の減少する方向の放憶が行

はれたもの〉に動〈場合の二種あれ概ね振幅小にして放電百団設の形態としては， 一番多いもので

ある．而してとの出現は多くは不辿鎖線，低無腫，雷雨等から速く離れた庇に於て翻制されるが，

之れ等現象の附近叉は中心部通過の際にも，後述の単非遡期的放電に混じて翻られる．市して此の

極の放電のみにて終る場合は，その放世間数も少なく，放電機構の小規模なるとと，或は放電源、が

観測地鈷より逮〈離れて居るとと等が想象出来る．第 1困lま共の記録である．。b).it!!非週期的放

~ ’：~ ...＿~~~芳三忌
明『 τ拘＂＂・ー..＇，：ム入二＂.. 吋 吋 r ＜~I 

~邑2 叫 ←～ ~伸、戸－－－－＝fソh竺？？れ市 ..－~＇ ； ムA
プア ＇ ~ ’ .,. － 一 ~7:· ·: ·'. ・:Y ．、 でヂ「・Fー守守守了 ；

苛＇ -・ : -

~ －~ -. _ ＿：勾 了‘： -, 

闘肖L a ヅ －：・ー － ~ !I＿.：・二 ..－一 二ブ·~.!!!"'ii . ・… ー ス.. • .. : -·－：~ 

電は放電現象旺盛主主る駄に現れ宣！仏低気歴の中企J主主至宝腔近笠雄三坐主主生主箆主金L振

幅も（a）に比してや L大きい・之れにも最初が.:iEtc始まる場合，負に始まる場合等るり，振動は一

週期或は梯れに一週期牛の掠動で終る．第一振動が大きな振幅で後減裂するもの，第一摂動が小さ

く第二振動が増大するもの等ある．第 2聞はとの例である.(c）週明的放憶はms聞に見るやう

な偉大なる謹績 修 2 倒

4反動の形態であ

的大接勤の採勤

に始まり， 3秒

間位大振幅の振 ・－ .J、一一一－－ι ー・ ー一一ー＿.J¥

動が継続し，後念に4!1~fiiは遊へ，その後iま紛腿な極め℃短週期の減衰恨－動で一分7~至一分牛位稽績

して絶る． とれも最初の:Jhi動がEで始まる場合，負で始まる場合， X.~;JJ動が最大拡幅であるか，そ

の後極短時間後に最大披幅になるもの』如く見らる L等種々ある．

IV. 放 電現象の日艶化

放鶴見象が－r:l中何れの時刻にその設現矧度を有するかを考へるのも，此の現象を起す物理的機
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〈，放電2国主のあったこ百飴日の材料に就いて統計した.J;fl;4 I樹（：＼） は印ち斯くして仰た口鑓化闘

である．之れで見ると放電現象の起る確率は夜間に多〈，克聞に少なく結J..j同教より求めた空抵の

日強化と，時a同締のものを持た．只此の統計l亡用ひた材料は，宙開時l三於けるものを抜いであ

る．今朝倉氏仰が東京に於て議された．昭和5年l乙於ける室電日費佑囲を，第 4闘（引に掲げて

劃！照するに，大也一致する傾向を見るととが出 資3 4 関

来る．勿論よって来る原因が同一現象によるも

のであらうから大値一致する曲線を見るとと

に不思議はたいのであるが，著者の場合は統計

の方法や，百時集装也の方法の遮ひもあり，雨者a
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が同様な曲線に友ったと去ふととも無意味えにも

一
売5・a:'II匂化鴎

｛制加五年、偶(t氏・・，..，
ので・はないで・あらう．

破境が， zたの式の成立を可能とする友らぽ， Timo O 2 ・I fl II 10 1!! H lU IS ：！”＇.！：！ '.!-I 

1 1 nM 1 d2/Jf 
E=-lJf＋一一一一＋一一一一r3 er dt c2r dt2 

ii距離に於ける第2項の影響の大小は，自づと機械装置に負ふものであって，著者が此の2国訟に用

ひた装置が，室電の良＜ 3000粁の謹距離にまで奥へる影響を考へるとと L同一視するととは出来

ぬ．斯〈考へて来ると室電を起す原因の範囲が決めらる Lのではなからうか．

載って，室電と放電の曲線を注観するに，放電現象の起る硝i車は夜半後夜明迄に多〈，室電lliJt'iの

l3) 朝倉1(（郎氏： 奴H｛級官主修二斡．修ーし::ti,~府間鋭
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日費佑が夜半前に組夫を持つのと少しく趣を異にしてゐる．言たに放電紀鍬の部類によって閉棋の時

間的分布を見るに，第5困（.A）に見る韓友嬰化園左得九聞は期非逝期的放電肥鍬による時間的分

布であって，一般の放電日費佑と同様，夜間に多く畳間に少主主〈，取り分け極夫の起M液傘後に

あるのも注意を要するものである．此の事から放電を起す原因が，劉流掴下暦にあるのではたから

ラかの想織が出来よう，何と怠れば今IIIK述べたやうに，硝非遡期的放電が低無贋，－ 雷雨等~

企飽き~ CIWち放電甑が硯抑馳酷の近くにある〉に於ては必や視制されるととからして，首肯し得る

ととであちラ．只問題は此の夜間 20時頃から夜明5時頃までの聞に放批を起すゃうえt定まった策

象費4むを考へるととが出来るかどうかであるが，とれに就て面白いのは夜間 20時頃より夜明の 4

時頃までの聞に起る∞筑温念R・の現象であるs 今 1935,Nov.-1936, Oct.の間にあって来週念昇と

放電の闘係を第l表に掲げる．郎ち表より，夜間定まった時刻の範囲内で撒度の念昇・を起し， E止む

の時刻には放電 も相官服測されるととが知れる．今此の念列の原因も種々考へられるであらうが，

とれは後の問題とbて，此の愈羽φ端1岡附近

のみに限らすτ，－その他の地例へば京都，清水 お

〈四囲〉等で・も観測さる Lととからしても，各

地一般性を有するものであらう．今之れを知

り， t修非週期的放電の目提佑を見る時，笠夜

の差異によって無象的には些程でもたいが，

電無的には相宙認、むべき微細書式象鑓化の起る

の感を強くする．〈然し無温念昇の無き場合

にもより多くの放句現象があるから，此の想、

イ段は夜間に於ける1i!c:'tlt現象の総てを意味する

爺 5 間

(A) 

$~.©’期的政fir/ al?化

(B) 

t£也／：方向ノ比倍。 J日E量化

・・・・ ・・・・ a ・・・・．．．．．．． ．．．．
1 !.l :1 ・I 5 6 7 8 0 !Oil J!!13 IHG161718Ul2021222324郁mo

ものでは仰輸ない）.f.'1J第5聞（B）は放電方向の負の岡政を正の同撤で除して得たJlh線で，負の放電

館 1 !i長 夜間に於ける叙歯止令鼻と放m・

月 日 起自在 緩叙化温盆 月 日 包時 鑓然化汲1立 放fil1i!旬 放電種菰

l!Jお Dec.24 !?:! ;cc 一 一 Mal". 0 。 4・c 一1986 Jan. 4 21 高 一 一 I/ 17 e・，.!l.・ 4 3襲撃E．， 9 4 !l 〈＋〉

事非非葬観司炉提非逗週温唖湿箱翁織郵期期約的 的的的 !! 

Aer. s 23 8 
I/ 19 23 5 くー〉 12 1 ~ J’ 
’22 7 

〈〈ー＋〉〉
I/ 24 2 t'> 一 一グ 2'~ き$ 4 I/ i4 2'.? 4 依 絞

., 26 20 s Jane 7 1 8 者た 量た
F11b. IS 2 $ t:Jt~ r. 倹 絞

II 24 。 6 〈＋〉 1 2 依 鉄

(4）前摘遁敏氏： 応用物瑚~tqき， ~6 量2.
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も同様夜間にー居甚だしいと云ふ

ととに怠る．

y, 放電現象の有無と降雨宮，

不蓮績線との比較

今降雨雲及不連続線と放電の関

係を見る震に天無闘を東経 140。

と北緯 36・のニ線で四象限に直

切り，之れ等を叉緯度，経度二度

づ＼tt:,11{切れ即ち第6囲の如き

位置を定め，降雨雲及不連続線の

般態と放電とを比較して見た．硯

測地監は東経 140°11＇，北緯 36・14’

に位置し，第一象限（北東象限〉内

に少し〈入ってゐるのであるが，

此の統計の目的には些したる影響

を認めない．さて比較に便利なる

震頴著なる放電日と放電のた ま終

館 8 図

7 00 

い日を取れ第7回及第8回
放包／：有無ト不；！！！iU現ノ位置

のやうに四つの象限に就て比 % 

較して見九向第9園はとれ”「〆

等械限を合計した曲線であ 。l
る・ ζれ毎の曲線より知るや切~ .¥¥. 

うに，概観に於て放電の願箸 toト 、

左場合及放電の無い場合と， 叫 L

耳ミ搬線及降水との関係は特 ” 

10 

20 ~ 

~厳M

荷量~i\R匝

前四』~:a

I • 4主同Rllll

－－  

JO 0・ー...！.
I ・ .• ・＇ー、 h

I • . －・・・・・－・..、．．・・4
0 .. 

.!Y.11ナ~ijj-0-
u官EアF宿舎

‘ ，－ -・ 

61 

、． ー・

別の差異は認められ友い，只

強いて差異とするならば，放

電の顕著たる自は，それの無

い目前E比して，第一象限より

第三象限に就て（1）の範囲卸
1 2 3 ~ G U 1 ti II 10 1112 18 I~ IG 10 17 凶 I~20 :ll 22 23;!4 25 26 27 78 !?9 SO S1 3283 3t 85 
- t竜也
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賞i 8 図

1t£包J布告書ト働問11iノ位置

62 

ち視測地酷よりほピ 200粁

以内に於て不主i謹直線の増加

を見るととが出来る．
ぽ官有

敏電車置

% 

40 

:in 

20 

との

叉降水に闘しでは

放電無き場合が降水の増加

ととは問機合計曲線にても

見らる．

l
 

h
H
r
E
L引
訓

A

U

A

U

 

ー

〈降水量にあら十現象の意〉

するを見られる．室電研究

に於ては室電の多くが不述
刷tli¥Rl

10 

r,o 
線級成は雨域より来ると云

今 1935,Nov.-1936, Oct. 

放電方向の偏怖を見るま毒

ふ訟に比して商白い現象で

迄の 12箇月に就て各月の

低気盛の位置と放

電方向の偏侍

ある．

VI, 

一一一...... 一－33 35 
tζ，放地現象の褒現から終

総までの聞に起った放電方
関。剣E

向の正負に就て〈振動的故
it官v有無ト不認創古車ノ範図

電の場合はその初撮動の方

向を取る〉各Wll合を取り，斯

して得た各月の平均値を第

to 10聞に掲け．た．之れを見る

放包J有無ト降水Jl随図80 
と傘年遡期による消長のあ

20 

。
JO 

る如〈見らる Lが，今の場

合材料の不足から硝貨なも

のとは云はれたい，只各月

を通じ，負の放電が正の放電に比して，多いと去ふととが硝官出来る．即ち穂ての放電現象に就て

75%は負放電である．
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さで此の正負の放電は何うして起るかの問題で砂るが，前に述ぺたやうに不連続線低来歴の総て

が放電現象を起すとは限らたいのであるが，兎に角とれ等が放電との相互関係は密接たるものがる

る語で，不遇鍛線，酷風，低無塵等が附近を通過する際には，往々雷雨の起るととからしでも確か

であらう．今放電の起った場合の天集団から，その時の低無盤の位也を調べ，之れと放憶の方向とを

比較した・先づ観測地監に封し低無盤の位置する方向を八方位にとり，低棋盤の支部下にあると思

はれる場合に起うた放電現象の総てに就て統計を取れ第 11回一第 rn聞に見るやうな結果を得

た．第 ll困はま息数に劃してE放電の起る割合で，

（同心図は百分率他を表してゐる〉北東方向に極大

を持ち，此の方向にある低気盤の場合の放電iま 90%

飴が，Eの放電である．尚北，北西，南東．東の場合に

も正の放電が起り得る．放電が負の場合に就ては，
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悠 12 図

N 

全長・ 18 翻

w 

N 

E 

w 
E 

Gill位置車

口制血

国側a
'3tll'...sr 
－ 三1-'1'1 
u" ... 昌

s 
僚級E霊？.）位置方向による負放置tの革震度関

告を叙』衰の位置-J;r旬による放電方向偶傍



64 大主主中に起る放電波$.に就いて

~ 5後

年月 依然塵の位置及激怒 放方電向
il鉱区禽地方

日 時 放電の長長銀 の 哩3

方向天然

198-5 
Nov. 9 18 本土は硲叙m圏内にt>9. 沼‘頃より微弱なるもの始まる． ＋ 一 fR 

10 。日本費量協建北中部に750粍のものaJv 。、 頃島〈一な時る終，処i~.：＇Ji.；非頃週k期P次的第放 ＋ N a 
に

憶に多となる．

10 18 線北泌側M滋Eの商に移.!I746粍不漣餓 181‘波頃極へ大る．K建し.22'‘頃より次 ＋ N 明
に主で:.2tぷ． 世作に

11 6 北海m・の酉742粍となる． 4h~~~ !I今微靭弱となり司，自llb期JI:.む．
除 － P迄非迦的放

＋ N E努

況なり．

一
Dec. 27 6 7九56州粍の．l1iと沖縄附近におり． S• 頃k P徴溺なるもの始まる． ー SW  爾.~

27 18 九州の稀海上に移り 7.'i4粍とな llh-18'’の問よ中P止司自' l{lh J: P念搬に ー SW e 
る． 婚す.23'、 重｝：迦期的放憶と

なる．

28 6 湖仰刈1に移9754粍．
lh jもm頃的ま儀だの大相もに官の怨Tにまし;f念訟に縦ト毅をへ単行~J! く あり．引
迦 で綬

ー SW 爾.a

28 18 DH患の南海上に移り 754純．
9h-I弱4’いのも間の一起時’終2始9’せ.Ii:.しむも．15'1頃 ー s 扇
より

29 6 八丈島南東海上に遠ざかる 754
粍．

なし 爾

一
1986 

Feb. -I 6 
延不山に陰猛ぷ民沖細事に線撃を75起2粍しの9もNの3艇EあにE盆，Bmむ延 少頃くIS'よ頃‘り頃よ念より滋微PにF弱革噌2な2す起る．もの起9, Hh 一 w 曇

は機上τをコ に る〉

4 18 
重書南銚h強子方本主m主fしを740w粍→とEなkにり池狼績む測切．地っ + SE 吹雲

のて 土近κt>る E

5 。
透内地72の8議粍東と方な洋る北．に去り盆キ浸 2慎重樋期的のもの'jhまで鎮〈． 土 E 吹雲

5 18 ~身JJ!:7i~ょに去る． 溺いもの2()1‘匙JE負あP後1えとな 土 E 明
!I 6日4時金〈止む．

Mnr. 24 18 
級7側5車8双a絡附<li近 762 粍，Jlt日の本聞海に北.;r-都主主 極1よ7大hりよ．混$り合包SとF狙Pな始期りめZ的E！負の. なりしも 18" 

平 中 a 
の三つあり る. 22h-24h 
!). ものあ!I.

25 。
』＇!1鳥羽不連の鎖T将放来律を伴上ふ760粍のものる 併後る2次隣非僚週に務J切のへもしのが 6hまた多〈

な 7hまであ＂・
＋ NE ft，爾

25 18 銚子盗事群よ748粍にR遺す． ？〈曾長宿す発繰．返し 19~－21h の附少し ー E 町普

26 6 量産建しつム』な処理事の~か害容ょに去
り744粍とる．

Olh後止む． ＋ NE まE
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年月 日 時 依然底の位置及獄態 放電の決恕 放方f向It 依1i然E肉：符天地鋸1. 

1936 
Apr. 21 6 本土は~叙座圏内にあ !I. 511頃J:＂微弱なるもの起る． 一 E貧

21 18 
資の海南海に上75に2粍74の8ものcf>k叙底四闘 12‘ 頃lSbよ後頃り碍次よ第びりt次にe俄す靖．に加扇し， 16'・縫 一 SW  曇

粍の初低 あ 大， PつLあ
!J. ~. 20-

!l2 6 

E平藷洋にm：皇官官欝 ：む頃．経大主なれ後次修t亡妥へ71' 一 (NW) 蔚
s、v

山，来栴，
のびる．

一 一
May 7 6 銚子Mil~ 746粍の問徒然.m<b

り．
J()h後I;)'{ J: " 12"迄魚の放旬tsll.
12'• 疋となる．

平 E e 

7 18 

轄摘Zな由のしとF北岡な桜俊Lと祭湿：の；東！明海非咽の常上と鳳なKに頚遣るT費し〈・な惑をる視且を匂

J2'• 後19!念a 僚後念に崎に貴殺nへL, l戸縫大とな ＋ NE  附
日， o.

澗ナ．

8 6 高級.mの支間となる． 弱いもω遺； !)., Ob会〈』Ur. a 
ドー圃固圃園圃酬恒国一

Sep. 27 6 
知鳥に取量沖産主沖に宰にし詰748粍のものあ叙鎖P慶線次修応<E> llh頃J:!J弱い負放混電合車gと！＞，16＼迄定負勝， + NW  扇

つLあり粍，不悶謹低 1711よりIE, なる埠
沖あ！） 752 さる．

!). 

27 18 7日＇42本海粍に不到謹りニつに分れ共に 前由設問に噌機弱加いす．放mt.夜〈， 28" J: P念 （ー｝ NW  爾
組線あり． ＋ 

28 。
前北の低気鹿北海は三滋個附近に分にれ日本if!J ：た：.Q繕~んf大B 負とにE主な象主るする．: S＂ま念~IにE表とな～り6hま

土 :N 市， fl
部から あり． Sh しも

6h豆JlfFる．

28 18 依然m~4北8海粍遭．を挟んで来と凶． ~し~＼頃弱2’ より始PIS• 一時止む. I9h （ー｝
i!，明

l之if>り いもの起り 2lhより念混に令場 ＋ 
-24• 極大に建し正負

なるもIE，.る．

29 6 

北商にh海漂略海！裁の遭施連も都鎖，の線tの依参髄降‘阿雨．の様者銚除－~子を健位結神医置移ぶを謹にP他． aねI:> 
4＇＇頃 J:＂よ表りへ負，勝1併る迄持組すとの 土 & 
問13"頃

る．

29 18 
海路連逝線続沖線にに7時粍のものあ!1,北 2()11-2少共後金無〈な〈 23"-241'少し 一 s 重量， 雨

もあFとの閃を結んで不 くるり し．
あり．

る．此の他の方向にも相官見らる Lは固に明かである．只西の100%は観測同数が少たく縮質性を

訣〈．今之れ等の闘係を明瞭にする震統計に用ひた同撤をそのま L図示したものは第 l3聞であ

る．とれで見ると低無盤制限に金ゑ墾全~乏庖空整霊墾象主起るとと．低祭壇主連直史金三重

金J隼芝島空整霊裏金控患笠ととは統計の撤から見ても正負の別の明瞭怠るよりしても，動かせぬ

事賞であらラと，恩はれる．第 2表はとti::等の閥係を放電顕著友日，撤回を選んで示したものであ

る．さて問題は斯くの如を性質が如何えにる機構によって2毒されるかであるが，自に2悶の天気回で
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は不備~~占多く加之材料不足も興って，究明は困難である．只とれに就て想起されるのは S.K.

Bo.ne吋i仰の不迎割強．官同に於ける塞の荷電の欣態である．民の論旨は不連続線，雷雨の場合に出

来る塞の荷電は，上昇策流旺盛た中心附近では有力君主Eの荷電を有しその前後には負の荷電を有

すると云ふのであって，今期の如き機構を低無盤に就ても想像を赦さる Lならば，以上の説明には

好個のものと友らう.fnJ不連続線の位置や走向に就ても調べて見たが，何の特性も見られたかった

例へぽ低無盤が南西方より来る場合は闘東附近或はその近海には佐々不辿線級の殻生を見るが，此

の場合の不辿続線の走向及その位置は種々ある穏である．それが皆一様に負の放電を起した．

VII. 放電と降雨との起時の比較

前述によって低気墜との相互関係は認められたわけであるが，とれ等低無堅による降雨零に闘し

ては，降雨の相官多量を視る 第 14開放電と降雨$との起時D比紋

場合でも，放電の金〈無い場

合もあるのも放電と降雨が ：［ 
連側性を有する如く見られる

55悶の降雨日に就て．雨者の (j 

起時を比綾して見九第14囲 ・I 
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起時の差が増すにつれて小さくなる．而して 55同の降雨日の内 42岡は放電が始まって後降雨が

あったもので，放mが降雨に先立って起るととは拙からしい，只放電が降雨より何程以前に起るか

の問題は，天無強報を講す見地からも相官吟味の必要がるらう.fAJ此の統計に用ひた降雨に就ては

二三日間晴天が観き後降雨が起ったやうなものを選び，陰雨連日に亙るが如き場合はその初降雨の

みを取れ前後何れの降雨による放電-Ji.りしやの混同をさけるやう努めた

YIU. 曲風の遁過と放電現象

融風の電気的現象は之れが通過の際渦官の鼓生を観るととは，底ミ報告されるととも相互関係も

相官認めざるを得たい．室電方面よりの翻察では雨者の開係は今迄の慮硝貨なる研究を見ない．と

のととは勘風の有する放電量が微少友のであるか，材料不足のしからしむる鹿か，何れも考へられ

3 

由。勾20ZI 2霊堂018 10 14 12 JG 8 0‘量 0 2 4 Cl 8 10 121410182022!4却

ーー噌句”’穆

(5) s.玄、 Banerji,Qunr~. Joor孔 Roy.Met. Soc. 56, p. 805 ( 1930). 
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る．中川氏（I』は740粍程度以下の働風は宰憶との聞係ありと去はれ，布陣氏ωの嗣査では，曲風に

は低筑堅や不謡搬線の場合の如き室電は取られす写，主事責勘風は低気彊に比して放冠量が少友いと云

ふととが，とれ迄の研究からしでも容はれ友い事責であらう．さればとれ等雨者の差異が一つは熱

帯低無塵であり，一つは温帯低無盤であり，之れが及ぼす気象的ヱネルギーとしては寧ろ，前者が

より大であるに拘らや， m無的には何して小さいかと云ふととは極めて興味あるととである．著者

は此の期間中三個の助風通過に遭遇したので，幾分かの賓料を増す意味で材料の些少をも願み今敢

て此の項を設けた所以で，攻に概設する三佃の勘風が本土に影響を及ぼす範囲の期間中に於て，放

電の有無を見たのであるが遺憾たがら少しの放電現象も視るととが出来攻かった．との貧弱友材料

によっても勘風の持つ電集:Jii:は低来歴のそれに比して小さいととが云へさうである．ヨたに三佃の勘

民の概要を掲げて参考に供する．

a) 昭和十一年十月一日午後六時沖縄附近に715粍の尉風あり，北東に進み本土の東岸に

常ふて陸を僅かに避けて伺四日午前六時大泊の東に去った，此の間示度は7ll粍を保持

しつL北上，大泊に於ては710粍と深度を婚した．而して本土の総てに降雨を賢し，所

々に暴風雨を起し，叉之れに附随した不連組線は太平洋に延び，日本海tc'］［り，東海道

κit>~ ，！毒縛半島を横断し種々な無象捜佑を呈した． 然し放電現象は金くなし．

b) 昭和十一年十月十三日午前六時小笠原の西方400粁の海上に735粍の酷風あり，非常

に聾建を露しつ L時辿 60粁の速度で陸を4'0粁位離れた太平洋上を北東に進み，十四

日午前六時示度715粍と友り臭溺の遁東方洋上に去った．此の間不連続線は太平洋を本

州の弧tc滑ふて延び，叉北陸，北海にもあり，降雨は全土に罰された．然し放電現銀全

く'f:.し．

c) 昭和十一年十月十八日午後六時沖縄F付近に730粍の尉風あり，北東に池み式第に夜連

を鵡しつ h，二十日午前六時八丈島の南西海上に725粍を示し，同午後六時銚子沖cOO粍

の東方洋上に勢力を弱めた．此の間本土は総て降雨を観．八丈島では暴風雨となり，閥

東にても多くの降雨を見九然して不連続線は太平洋に延び，本土を縦断する等無象襲

化は著しいものがあった．之れにも放電現象は起らなかった．

以上は単に海上を通過した三個の蹄風に就て，放憶現象の現出を鯛ぺたのであるから．陸上を

盤たものに就ては如何とも云ひ難い．

IX. 火山現皐 と 盤竃

火山の燥E去の際に雷雨の起る事もよく知られて居るととで，爆設によって噴出された砂盛は噴出

(6）柳本俊亮民： 中央紙＂－•~誌報爺鏑舟 1槌〈昭和 7 ~手 4 月〉．
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の際，或は室束中にある場合は無流の震の摩擦によって電無分障が起り，震に砂嘩の大きさ盆及そ

の湿動の朕態によって臨時に偉大たる放電をも惹起する鐸である．先年北海道駒ケ昏の爆設のに

は此の室電甚だしく震に附近の逼信は不能に陥った由である．此の見地から此の調査中に起った溜

閉山燥設の此の地方にまで降衰のあった数個の爆建主放電とを捌ぺて見たが，微小放電をも検出出

来危かった．

x.雷雨による放電

雷雨に於ける放電はその規犠極めて大で，此の装置としてはむしろ鋭敏過ぎる感あり，記録も 1

分 1.5植の岡榔では雷が近付いた場合友Eは，放電は蓮鎖した配線となり，放電回数及方向は緋別

しかねる有様で，随って極めて猛烈友雷は此魔には省き，比較的弱h 或は少し離れた政個の雷雨

に就て棚哩Eした．第3表は之れ等の雷の費生時現jの放電起時及柿阿にて雷鳴を聞を始めた時刻の比

較である．之れに見るやうに雷鳴の観測される前，低に早いものではふ 6時間も以前に放電現象

が記録され，そして雷雨が宮地方に近づくに連れ，放電は衣第に盛んとなり，雷鳴を聞き得る頃と

たると放電回数は極めて多く， 5分間百数十同と1Lり，迫々放電同数の検出は不可能とたる．而し

て放電振幅も次第に大き〈噂非遇期的放電も混入し， dを観測する頃とたると，放電援幅拡極度に

大きしそれに反して放電同教は念に減じ，そして此の大張幅故憶の聞にIIItc述べた偉大なる週

期的放電が起るのである．今此の週期的放電が頁際の放電現象によるものか何うかは，甚だ疑問あ

る問題で，現今電光放電に就ては斯の如き長時間の放電は想像も及ばないもので，或は極度に大きな

放電に・よる電流剖・の機械的現象かも知れぬ．只設に興味ある問閣は綿返して越べるが放電援幅が極

大に建し此の偉大たる遡期的放電が起ると同時に主主電同教が極度に衰へるととである．尚一，この

例外を除いては此の極大放電が絡ると同時に放電現象は，十数同或は敏十聞の放電を視るのみで金

〈止むのである．此の事は雷雨の大部分が此の地方に来る時，その勢力を嚢滅する矯めでもあらう．

1l' 表

月 日 放 flt起時 f寄鳩包 E年 起時の差 雷雨後生時及揚所

June 12 1411 om 1411 2sm ()h 23m 18" tJ(茨技大予防if[.

July. 11 18 40 19 20 。40 

lS"i＇明·~~悶m書厚箱忽零木3恥県：御附都民託事附官嘗禽邑附山近附近Aug. 2 ]2 40 18 80 5 60 ｛即1811 
v 8 J1 55 15 so s 85 14" 
u 11 18 部 17 56 4 51 JShSOm頃栃木，今市附近．

Sept. 12 18 so 16 so s 。 15"40園初木鄭下

v 1晶 11 悟 14 58 s 68 1&>55m商多民署名東E付近．

(7） 金 原 淳氏：m電設に;Jl:ft告去法．
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第・：15図 放電波Stの岡徹後備Jk.放電方向の鯛係

雷雲の持つ荷電の有様も前に述べたパネルデーの考へが多分に認められた・昭和11~手6 月 12 日茨
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域蝶久慈川上流大子町附近に 13時頃費生し

た雷雨は，此の種の調査資料としては好個の

ものであった.13時頃大子に褒生，弐第に南

下し柿岡の西方を通過し手lj根川野図附近に衰

滋したのであるが，此の間の放電脅酪象は14時

0分から正の放憶に偏り戎第に同撒を増し，

雷の中心部が嘗地方に越した14時45分頃遡

期的放電起り，放電撮傭ば極度比増大し，放電

同教は反劃に念に減少した，留の中心部が西

から南下すると同時に，今迄正方向化備して

ゐた放電は，反封に負方向の放電とたり，放電

接結は小さく同撒はまた多〈友づた．第15阻

・はとの聞の有機を明瞭に表してゐる．（放電

方向に於て大撮備の不明なる aものは除いた）

犠 要

東西.4CO米，南北 250米に B.S./2審鉛被線を用ゐて単一線輸を遊I）との同路に電流計を火れ，

垂直磁力の艶佑を測定すベ〈設けたものでて大集中に起る放電現象による垂直磁力の艶化かちその放

電現象の性貨を鯛査した，以下との調査の観概を掲げる．

1. 放電自己鍬の極類，放電の種類iま（a）非週期的放電.(b）郁非週期的主主電.(c）週期的放電の三

種~り，（o.）は一番多い放電総長型で・あり，（b）は（a）に比して少主主くその現れは低無盤，雷

雨の中心及その附近に於て観られまた夜間 20hより夜明 4＂まで均聞に起るととが多い ・（c)

は質問にのみ限られその中心通過の短時間にのみ麗らる．

2.放：電現象の日鑓化は大務夜聞に多〈霊聞に少たい．即ち室電のそれと良〈一致する．只放電

記録型（b｝に就ての日艶佑が同様の曲線であるととから，そしてとれら（b）型の放電が低

無歴，雷雨の近づいた渇合に硯測さる Lととから，此の放電を起す原因が比較的近距援にあ

るととが想像出来る．

3. 放電現象の有無と不連続総及降雨との閥係は明確なものは認められ友いが，放電顕著なる場

合と金くない場合を比院したるに放電顕著ゑる場合に不迎績が幾分増し，降雨現象は幾分滅
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るととが知れた．

4. 低無盤の位置方向と放電方向とは明瞭な閥係があるやうで，低集鹿が硯測地の甫酉より来る

場合は放電方向は負（垂直磁力が減少の向〉に向き，観測地の北京にある場合は正の放電と

えt~I 甫束及北西方向では正負混合である．との説明にはルFプの方向性と云ふととも考へ

られるが， S.K.. Banerjiの雷霊の荷電獄態を考へると興味るるものである・

6. 放電と降雨の起時の比較に説ては放電が降雨より卒〈起る場合が多く，その内でも 7-8時

間以前に放電が起るととが一番多い．然し放電があったから降雨が起ると云ふととは去はれ

や，放電があっても降雨た〈，降雨があって放電の無い場合も相官ある．

6. 働風通過と放電現象は統計に用ゐた鴎風の撒が少念〈綿貫えにものは解らえ主いが，只温帯低無

歴に比して放電現象は少ないととが認められた．

7. 火山現象に仲ふ降寂による放電現象は敷偶の観測材料からで離賞たるものは云はれないが，

とれ尊に閲しては金〈般られたかった．

8. 雷雨による放電現象は伶大なるもので，雷鳴の観測される前既に 3,4時間前に放電現象を

視，留の近づくにつれ放電現象は同撤，振幅とも猛烈とたり．がを観測する頃となると週期

的放電が起り，放電鋭幅は極めて大きく，それに反して放電悶撒は極度に減窺する．倫雷雨

の巡行方向と放電方向の艶4むに就てはパネルヂーの雷翠荷電設が多分に認められた．

此の調査の整理中千葉麻布伎町中失策象廷出張所同糊するとととえtり，勿々の聞に取りま

とめたる錆不充分の拙多し，先輩諸賢の御叱正御指噂を賜はらんととを希ふ・格りに臨み此調

査に終始御指導を賜はられた今道所長に結んで御胞申し上げる．術務提の複認をお願ひした仁

井関投手，絶えす写御助官を頂いた所員接兄に欝んで御般市し上げる．

（昭和 18＆手6月 柿岡地依然槻測所に於て〉


